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扌「くうねるあるく」5つのコンテンツと
メールマガジンのイラスト例

扌「くうねるあるく」の世界観を表すTOPページ

扌ニチレイの冷凍健康管理食
「気くばり御膳®」の工夫

　バリューＨＲは「健康管理のインフラ」を提供する事業者として、社会の健康基盤づくりと人々の健康寿命の延伸に貢献する
ことを目指している。健康経営やデータヘルス計画推進における最大の課題は、健康リスクを改善するための行動変容の源泉
となる「健康リテラシー」の醸成であると位置づけ、正しい生活習慣の修得により「健康リテラシー」を向上し、健康リスクの改
善と生活習慣病等の予防を同時に達成することを目的としたコンテンツ「くうねるあるく」の提供を2018年にスタート。

　株式会社ニチレイでは、服薬・治療中の従業員が健康保険組合の特定保健指導対象から外れ、事業主側の産業保健スタッフ
による健診事後措置のフォローにおいても優先順位が低くなり、フォローが手薄になっていることが課題となっていた。一方、

「薬を飲んでいるから大丈夫」という安心感から、生活習慣に気を付けることなく、BMI35以上の高値となっている者が一定数
存在。法定健診の結果より対象者を抽出し、将来の健康リスクの回避と重症化予防の観点から、健康意識を高め行動変容を促
すプログラムを提供し、事業主と健康保険組合のコラボヘルスにより健康づくりを支援することとした。
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　健康リテラシー（自分で自分の健康をつくる能力）の向上を目指して、健康管理の支援を行う民間事業者と複数の保険者や
企業がコンソーシアムを形成し、ICTやインセンティブを活用した生活習慣改善の共同事業や参加団体の担当者の交流を継
続的に展開している好事例です。共用できるウェブサイトのプログラムでは、楽しみながら学び実践するというコンセプトの
下で、動画やメルマガなどの多彩なコンテンツが提供され、インセンティブや取組のフィードバックを通して行動変容を図
る工夫がされています。企画やコンテンツ制作には大学関係者等が関わっており、今後、保健事業の質向上や健康経営の展開
の参考となる事業モデルともいえます。この取組は、平成30（2018）年度厚労省の補助事業がきっかけとして始まったもので
すが、補助事業の後も関係者の努力で自走化して運営が継続され、事業内容も発展がみられており、その点も評価できます。

評価委員による講評：中村 正和

　生活習慣病で服薬治療中の社員は、職場内では特定保健指導対象者から外れているために往々にして産業保健スタッフによ
る健診事後措置の優先順位が低くなりがちです。また、服薬している安心感もあって食事や運動に気を付けることなくBMIが35
以上になっている社員が少なからず存在します。このような生活習慣病を有する社員の重症化予防の観点から、事業主と健保の
コラボヘルスにより、管理栄養士による自社健康管理食「気くばり御膳」の提供による栄養指導やウエアラブルデバイスによる運
動サポートなどを用いて職場内で健康意識を高め、行動変容を促すプログラムを提供し社員の健康づくりを支援しています。そ
の結果、体重減少や行動変容などの成果が確実に得られていることは評価されます。職場内での積極的な重症化予防の取組は新
しく、健康日本21第二次の趣旨にも合致しており高く評価できるものです。他社でも同様の取組が行われることが期待されます。

評価委員による講評：下光 輝一

●コンテンツを楽しんでいるうちに健康リテラシーアップ＆行動変容を
促進　厚生労働省の「平成30年度レセプト・健診情報等を活用したデータ
ヘルスの推進」にトーマツ健康保険組合と共に応募し、共同事業として選
定。参加15団体でコンソーシアムを形成し「くうねるあるく」を実施。参
加者が、①正しい生活習慣を提供する動画セミナー、② 毎日配信のメル
マガ、③毎日つうしんぼ、④ウォーキングのランキング表示、⑤インセ
ンティブとカフェテリアサイト、といったコンテンツを楽しんでいるうち
に、いつの間にか正しい生活習慣が身につくよう設計。事前事後アンケー
トによる効果測定も実施した。2020年からはコロナ流行下における新し
い生活習慣として、感染予防（ふせぐ）をコンテンツに追加。

●デジタルヘルスと冷凍健康管理食を掛け合わせた生活習慣改善サポートプログラム
2019年度・2020年度の法定健診結果（血圧、血糖、脂質）において、服薬中かつBMIの
高い順に各年度100名（ニチレイ健康保険組合被保険者）を抽出。次のような取組を立案・
実施。①オンライン会議によるプログラム説明会と募集申し込みの実施。②対象者の上
長・管理部門からの申し込みの後押し、声掛けの実施。③前半2カ月は食習慣改善サポー
トの実施（食習慣改善スマホアプリで食事写真を投稿、管理栄養士によるマンツーマン
栄養指導／簡易血糖検査機器による血糖値の測定／「気くばり御膳 」、冷凍もち玄米ご
はん各3食の提供）。④管理栄養士によるオンライン面談実施（3回）。⑤写真投稿の状況と、
2回目の面談（中間評価）の実施を確認しウェアラブル端末を支給。⑥後半2カ月は運動サ
ポートの実施｛ウェアラブル端末による運動量の測定（歩数・睡眠・階段利用・ストレスレベ
ルなどの可視化）／面談による運動の奨励、摂取・消費エネルギーバランスの指導｝。

®

●利用者の生活習慣が大幅に改善　2018年～2021年前期までの間に、
のべ110団体・6万4,805人が利用（計7回実施）。次のような成果を得た。
・健康状態の改善：＋7.2％
・食事量の改善：＋14.8％
・栄養バランスの改善：＋12.1％
・運動の継続改善：＋4.8％
・歩数の増加：＋15.0％
・睡眠時間の改善：＋4.8％
・健診結果の理解度改善：＋7.4％
・健康改善のための行動決定力改善：＋10.1％
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成 果

●参加者の約7割が体重減少。食習慣や行動も改善　対象者51人のうち、47人（92%）
が参加し、32人（68%）の体重が減少。また、参加者のアンケート結果（回答者数35人）
は次の通り。
・以前より食事習慣に気を付けるようになった：34人（97%）
・玄米、雑穀米、全粒粉のパンを食べるようになった：11人（31%）
・食事以外の変化：変化あり：33人（94%）
・体重計に乗るようになった：28人（80％）
・歩数の増加：13人（37％）

成 果

健康リテラシーを修得する
生活習慣バージョンアップチャレンジ

「くうねるあるく」

おいしく食べて、動いて、見える化
～デジタルデバイスと
自社健康管理食で重症化予防～

株式会社バリューＨＲ（東京都渋谷区）受賞者 株式会社ニチレイ（東京都中央区）受賞者
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多彩なコンテンツで健康づくりを包括的にサポート 「ヘルシーな冷凍食品×デジタル機器」で生活習慣を改善




